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向
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
●
潜
在
的
な
リ
ス
ク
：
欧
州

　

欧
州
に
お
い
て
は
、
極
端
な
右
傾
化

の
よ
う
な
政
治
的
リ
ス
ク
が
低
下
し
た

反
面
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
い
わ
ゆ
る

ブ
レ
ク
ジ
ッ
ト
の
道
筋
が
、
今
後
具
体

化
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
英
国
、
Ｅ
Ｕ
の

双
方
で
、
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
健
在
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

●
潜
在
的
な
リ
ス
ク
：
中
国

　

中
国
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
２
０

１
８
年
の
成
長
率
を
前
年
の
6.8
％
よ
り

も
低
下
す
る
も
の
の
6.5
％
を
維
持
す
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

予
測
は
中
国
当
局
が
現
在
の
拡
張
的
な

政
策
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

も
の
で
す
。

　

中
国
の
金
融
市
場
は
、
実
体
経
済
の

成
長
を
超
え
て
拡
大
を
続
け
、
市
場
の

力
が
相
対
的
に
強
く
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
中
国
の
金
融
当
局
の
市
場
に
対

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
今
後
も
有
効
に

機
能
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
確
実

な
面
が
あ
り
ま
す
。
当
局
の
市
場
介
入

が
功
を
奏
さ
ず
、
中
国
経
済
が
急
激
な

長
は
持
続
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
予
想
で
は
、
成
長
率
は
２
０

１
７
年
よ
り
も
0.1
ポ
イ
ン
ト
高
い
3.7
％

の
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
潜

在
的
な
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
潜
在
的
な
リ
ス
ク
：
米
国

　

米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
議
会
と

の
関
係
や
、
米
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
人
事
な
ど
に
不
透
明
感
が
あ

り
、
今
後
の
政
策
を
正
確
に
予
測
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。

　

世
界
最
大
の
経
済
規
模
を
誇
る
米
国

の
規
制
、
通
商
、
財
政
政
策
は
、
米
国

経
済
だ
け
で
な
く
世
界
経
済
全
体
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
だ
け
に
、
そ
の
動

緩
や
か
な
成
長
を
続
け
る

世
界
経
済
と
潜
在
的
リ
ス
ク

　

２
０
１
７
年
の
世
界
経
済
は
、
年
初

の
予
測
を
超
え
て
緩
や
か
な
成
長
を
持

続
し
て
き
ま
し
た
。
世
界
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
は
２
０
１
７
年
10
月
の
世
界
経

済
見
通
し
（
Ｗ
Ｅ
Ｏ
）
で
、
２
０
１
７

年
の
世
界
全
体
の
成
長
率
を
3.6
％
と
予

想
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
4
月
、
7

月
の
Ｗ
Ｅ
Ｏ
に
比
べ
て
0.1
ポ
イ
ン
ト
高

い
予
想
で
す
。
特
に
、
米
国
、
欧
州
、

中
国
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
日
本
の
成
長

率
予
想
を
上
方
修
正
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
世
界
経
済
に
つ
い
て

も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
始
め
多
く
の
調
査
機
関

が
２
０
１
７
年
同
様
、
世
界
全
体
の
成
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ル
バ
イ
ト
の
時
給
が
上
昇
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
経
済
全
体
で
は
賃
金
の

上
昇
率
が
低
く
、
そ
の
結
果
、
個
人
消

費
が
増
加
せ
ず
、
経
済
成
長
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
も
構
造
的
な
問
題
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

た
だ
、
失
業
率
が
低
い
の
に
賃
金
が

上
昇
し
な
い
こ
と
は
、
日
本
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
米
国

で
も
失
業
率
は
完
全
雇
用
の
水
準
ま
で

低
下
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
賃
金

の
上
昇
率
は
低
迷
し
、
イ
ン
フ
レ
期
待

が
高
ま
ら
ず
、
金
利
の
上
昇
が
抑
制
さ

れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
下
で
は
、
製
造

業
の
よ
う
に
移
転
可
能
な
雇
用
は
海
外

に
出
て
行
き
、
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ

ス
業
の
雇
用
が
国
内
に
残
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
雇
用
が
増
え
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
業
の
賃
金
水
準
が
相
対
的
に

低
い
と
、
人
手
不
足
が
発
生
し
て
い
て

も
賃
金
の
高
い
業
界
か
ら
低
い
業
界
へ

雇
用
が
移
る
だ
け
で
経
済
全
体
の
賃
金

水
準
は
上
昇
し
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
中
国
を
始
め
と
す
る
東
ア

ジ
ア
の
新
興
国
の
経
済
発
展
と
円
安

は
、
輸
出
の
増
加
と
国
内
の
イ
ン
バ
ウ

生
し
た
り
す
る
と
、
リ
ス
ク
オ
フ
に
流

れ
が
転
じ
、
急
激
な
株
安
、
円
高
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

日
本
経
済
の
現
状
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

２
０
１
７
年
、
成
長
を
続
け
る
世
界

経
済
の
中
に
あ
っ
て
、
日
本
経
済
も
3

年
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
が
、
成
長
率
は
先
進
国
の
中
で

も
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
海
外
需
要
の
拡
大
、
円
安
、
日
銀

の
異
次
元
緩
和
な
ど
に
よ
る
追
い
風
は

あ
る
も
の
の
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
や
生
産
性
の
伸
び
悩
み
な
ど

構
造
的
な
問
題
も
抱
え
て
お
り
、
日
本

経
済
は
必
ず
し
も
楽
観
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

飲
食
店
や
小
売
、物
流
、運
輸
、介
護
、

保
育
な
ど
で
は
人
手
不
足
が
成
長
の
阻

害
要
因
に
な
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
手
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
人
手
不
足
で
パ
ー
ト
や
ア

す
。
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）

も
ま
た
、
量
的
緩
和
（
Ｑ
Ｅ
）
の
縮
小

に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
金
融
緩
和
策
か
ら
の
脱

却
は
、
中
央
銀
行
の
施
策
の
正
常
化
と

い
う
意
味
で
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す

が
、
金
融
緩
和
か
ら
の
出
口
を
急
ぎ
す

ぎ
る
と
、
世
界
経
済
を
過
度
に
減
速
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
８
年

の
国
際
金
融
市
場
は
、
先
進
国
の
金
融

政
策
と
実
体
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
後
半
は
、
北
朝

鮮
や
中
東
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低
下

す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
オ
ン
、
つ
ま

り
リ
ス
ク
を
取
っ
て
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
を

追
求
す
る
姿
勢
が
世
界
の
投
資
家
の
中

で
高
ま
っ
た
た
め
、
世
界
的
な
株
高
と

円
安
の
流
れ
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
、
も
し
、
逆
に
地
政
学

的
な
リ
ス
ク
や
経
済
不
安
が
急
激
に
高

ま
る
よ
う
な
事
象
が
突
発
的
に
発
生
す

る
と
、
こ
の
流
れ
の
巻
き
戻
し
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
鮮
半
島
、
中
東
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な

ど
で
新
た
な
軍
事
衝
突
が
起
き
た
り
、

中
国
な
ど
の
新
興
国
で
経
済
危
機
が
発

イ
ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
当
局

は
金
融
引
き
締
め
に
転
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
中
国
の
成
長
率
は

予
想
以
上
に
低
下
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。国

際
金
融
市
場
の

動
向
を
探
る

　

２
０
１
７
年
の
夏
以
降
、
世
界
的
な

株
高
が
続
き
ま
し
た
。
米
国
の
中
央
銀

行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
利
の
引
き
上
げ

を
段
階
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

株
や
為
替
、
商
品
先
物
な
ど
の
世
界
の

金
融
市
場
に
巨
額
の
資
金
が
集
ま
る
、

い
わ
ゆ
る
金
余
り
現
象
は
継
続
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
金
余
り
現
象
、

つ
ま
り
過
剰
流
動
性
が
、
世
界
経
済
の

緩
や
か
な
成
長
を
支
え
、
そ
れ
が
企
業

業
績
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ま

た
株
高
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
好
循
環

を
生
ん
で
き
た
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
中
央
銀
行

は
、
金
融
緩
和
の
出
口
を
模
索
し
始
め

ま
し
た
。
米
国
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
利
引
き

上
げ
に
続
い
て
資
産
の
圧
縮
を
始
め
ま
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ー
ト
は
、
そ
の
多
く
が
１
０
９
円
台
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
１
１
０
円
以
上
の

円
安
が
続
け
ば
業
績
の
上
方
修
正
が
相

次
ぐ
こ
と
と
な
り
、
景
況
感
は
さ
ら
に

向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
企
業
業
績
が
想
定
を
超
え
て

改
善
す
れ
ば
株
式
市
場
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
資
産
価
値
の

増
大
を
促
し
て
小
売
業
に
お
け
る
高
額

商
品
の
売
上
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
輸
入
が
多
い
企
業
に
と
っ

て
は
円
安
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
国
内
需
要
が
必
ず
し

も
強
く
な
い
業
界
で
は
、
円
安
に
よ
る

コ
ス
ト
増
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
利
益
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大

は
２
０
１
８
年
も
継
続
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ホ
テ
ル
業
界
な
ど
で
は
新
規

開
業
が
相
次
ぎ
客
室
の
供
給
が
増
加
し

た
た
め
、
客
室
単
価
が
伸
び
悩
む
傾
向

が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
百
貨
店
、
電

器
量
販
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の

小
売
や
、
そ
こ
に
商
品
を
供
給
す
る
化

粧
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
イ
ン
バ
ウ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
首
都
圏
の
建
設
需
要
に
支
え
ら

れ
る
反
面
、
追
加
の
経
済
対
策
が
取
ら

れ
な
け
れ
ば
公
共
投
資
は
前
年
比
で
減

少
し
ま
す
。
ま
た
、
人
手
不
足
か
ら
賃

金
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
日
本

経
済
全
体
で
の
賃
上
げ
率
は
低
水
準
に

と
ど
ま
り
、
個
人
消
費
の
増
加
は
限
定

的
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

総
じ
て
、
日
本
経
済
は
、
経
済
成
長

に
寄
与
す
る
プ
ラ
ス
要
因
は
あ
る
も
の

の
、
力
強
さ
に
欠
け
、
低
成
長
が
継
続

す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ロ
に
見
れ
ば
緩

や
か
な
成
長
が
続
き
、
大
き
く
は
変
化

し
な
い
と
思
わ
れ
る
の
が
日
本
経
済
で

す
。
し
か
し
、
ミ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
は

業
界
や
企
業
に
よ
っ
て
景
況
感
に
差
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、
世
界
経
済
が
成
長
を
持
続

す
る
中
、
国
際
金
融
市
場
で
リ
ス
ク
オ

ン
の
モ
ー
ド
が
続
き
、
円
安
が
定
着
す

れ
ば
、
輸
出
比
率
や
海
外
で
の
収
益
力

の
あ
る
企
業
は
増
益
傾
向
を
維
持
す
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本
企
業
が
事
業

計
画
の
前
提
と
し
て
い
る
想
定
為
替
レ

輸
出
企
業
を
中
心
に
景
況
感
が
改
善
し

て
き
ま
し
た
（
図
1
）。

　

ま
た
、
観
光
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
６
年
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人

旅
行
者
は
2
千
4
０
０
万
人
で
、
日
本

で
の
消
費
額
は
3
兆
7
千
億
円
に
達

し
、
２
０
１
７
年
7
〜
9
月
期
の
訪
日

外
国
人
の
消
費
額
は
、
1
兆
2
千
3
０

０
億
円
で
前
年
同
期
比
26
・
7
％
増
と

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
拡
大
の
影
響
は
、
観

光
業
だ
け
で
な
く
、
百
貨
店
、
ア
パ
レ

ル
、
化
粧
品
な
ど
多
く
の
業
界
に
波
及

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
の

日
本
経
済
を
見
通
す

　

２
０
１
８
年
、
日
本
経
済
が
辿
る
と

予
想
さ
れ
る
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
は
、
現

状
維
持
で
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
２
０
１
７
年
10
月
の
Ｗ

Ｅ
Ｏ
で
、
今
後
1
年
以
内
に
日
本
が
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
景
気
後
退
に
陥

る
確
率
は
40
％
以
下
と
し
ま
し
た
。
6

割
以
上
の
確
率
で
、
低
い
な
が
ら
も
プ

ラ
ス
1.0
％
程
度
の
成
長
が
維
持
さ
れ
る

ン
ド
（
外
国
人
の
訪
日
旅
行
）
需
要
の

増
大
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
製
造
業
は
生
産
拠
点
の
海
外

移
転
を
推
進
し
て
き
た
た
め
、
経
済
成

長
に
対
す
る
外
需
の
寄
与
は
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
２
０
１

７
年
9
月
の
日
銀
短
観
で
は
、
企
業
の

景
況
感
を
示
す
業
況
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）

が
製
造
業
の
大
企
業
で
プ
ラ
ス
22
に
な

る
な
ど
、
電
子
部
品
や
自
動
車
な
ど
の

大企業

中堅企業

中小企業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

製造業

非製造業

19

19

13

14

8

4

22

23

17

19

10

8

17

23

12

18

7

7

2017年6月 2017年9月 2017年12月
（予想）

図1　業況判断DI（「良い」－「悪い」・％ポイント）

出典：日銀 短観  2017 年 9 月より
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Ｃ
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
や
新

興
国
の
経
済
危
機
な
ど
、
金
融
市
場
の

想
定
を
超
え
た
リ
ス
ク
の
突
発
的
な
顕

在
化
に
よ
り
、
リ
ス
ク
オ
フ
の
流
れ
が

生
ま
れ
、
株
安
、
円
高
に
転
じ
る
可
能

性
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。
最
新
技
術

を
活
用
し
た
高
い
生
産
性
を
実
現
す
る

こ
と
は
、
こ
の
突
発
的
な
需
要
の
減
退

に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
め
る
点
で
も
有

効
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
せ
よ
、
越

境
Ｅ
Ｃ
に
せ
よ
、
海
外
か
ら
の
需
要
が

大
き
い
の
は
低
価
格
の
商
品
よ
り
も

「
日
本
に
し
か
な
い
」
付
加
価
値
を
持

っ
た
商
品
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に

訴
求
で
き
る
独
自
性
の
高
い
商
品
を
持

て
ば
、
円
高
で
外
貨
建
て
価
格
が
上
昇

し
て
も
需
要
が
大
き
く
減
退
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
技
術
を
活
用
し

た
生
産
性
の
向
上
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
や
越
境
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
市
場
で
訴
求
で

き
る
独
自
性
の
強
化
」。
こ
れ
が
、
２
０

１
８
年
の
日
本
経
済
に
お
け
る
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
り
そ
う
で
す
。

品
で
あ
っ
た
「
ワ
ト
ソ
ン
」
の
会
話
や

翻
訳
な
ど
の
６
つ
の
基
本
機
能
の
無
償

化
に
踏
み
切
り
、
ア
マ
ゾ
ン
や
グ
ー
グ

ル
も
低
コ
ス
ト
の
Ａ
Ｉ
環
境
を
提
供
し

始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
技
術
の

低
価
格
化
の
波
に
乗
り
、
自
社
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
人
手

不
足
の
下
で
の
競
争
優
位
の
確
立
に
は

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
拡
大
す
る
外
需
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
を
自
社
が
獲
得
す
る
た
め
の

戦
略
も
２
０
１
８
年
の
企
業
の
成
長
戦

略
に
と
っ
て
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
海
外
や
訪
日
外
国
人
へ
の
実

店
舗
に
よ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
だ

け
で
な
く
、
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
を

活
用
す
る
日
本
企
業
も
増
え
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
、
世
界
の
Ｅ
Ｃ
市
場

の
規
模
は
２
千
８
０
０
兆
円
、
日
本
か

ら
海
外
へ
販
売
す
る
越
境
Ｅ
Ｃ
の
規
模

は
米
国
と
中
国
向
け
だ
け
で
も
１
兆
６

５
０
０
億
円
（
対
前
年
比
23
・
9
％
増
）

に
達
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
受

け
て
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
）
が
中
小
企
業
向
け
に
新
輸
出
大

国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
越
境
Ｅ
Ｃ
に
関

す
る
支
援
を
行
う
な
ど
、
国
も
越
境
Ｅ

層
、
例
え
ば
、
専
業
主
婦
の
よ
う
な
女

性
に
対
し
て
就
労
し
や
す
い
環
境
を
提

供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

生
産
年
齢
人
口
の
外
と
さ
れ
て
い
る
66

歳
以
上
の
高
齢
者
に
も
活
躍
の
場
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
純
に
量
的
拡
大
を
目
指
す

投
資
で
は
な
く
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
投
資
に
注
力
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。
金
融
緩
和
を
利
用
し
調
達
し
た
低

利
の
資
金
で
設
備
投
資
を
し
て
も
、
人

手
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
企
業
は
成
長

で
き
ま
せ
ん
。
逆
に
、
人
手
を
増
や
さ

な
く
て
も
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
で
成

長
す
る
と
い
う
発
想
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
資
金

を
調
達
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
調
達

し
た
資
金
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
分
析
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の

新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
投
資

し
て
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
は
、
さ
ら
な
る
応
用
分
野
の
拡
大

と
低
価
格
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
Ａ
Ｉ
の
中
核
商

ン
ド
需
要
は
今
後
も
大
き
な
収
益
源
と

な
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
の

日
本
企
業
の
経
営
環
境

　

拡
大
基
調
の
世
界
経
済
の
下
、
緩
や

か
な
成
長
を
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
日

本
経
済
。
そ
の
中
で
、
人
手
不
足
や
生

産
性
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
構
造
問
題
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
円
安
、
金
融
緩
和
、

そ
し
て
外
需
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

拡
大
が
事
業
機
会
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
こ
れ
が
、
２
０
１
８
年

の
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
に

な
り
そ
う
で
す
。

　

人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、
緩
や
か
と

は
い
え
、
景
気
が
拡
大
す
る
中
で
少
子

高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
２
０
１
８
年
も

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
15
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
の
中
で
就

労
し
て
い
な
い
人
々
や
生
産
年
齢
人
口

の
外
に
い
る
人
々
に
労
働
参
加
を
促
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

企
業
と
し
て
は
、
就
労
し
て
い
な
い

中小企業のための「2018 年」予測型経営


